
高等学校数学 数学Ｂ 「数列」 

実社会や日常生活との関わりを見いださせる課題設定の工夫 

教科の見方・考え方を基に現実世界を捉え直す工夫 

 

「学びを生かす場」を位置付ける 
 

 学んだことが使えたり，今後の生活に役立つものであると実感したりする場面があったなら，子ども

たちの学ぶ姿勢も変わってくるはずです。単元の計画に，学習内容の活用場面を位置付けた実践です。 
 

 

単元の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

もし，高校生に入学したとき

に，10万円を渡され，ひと月

持ち金の５％がお小遣いにな

るとしたら・・・あなたは月に

いくらずつ一定のお金を使い

ますか？ 

ローンの複利法を

知っていますか。 

これから学ぶ数列

の考えを使って表

すことができます。 

単元の導入で日常生活との関連を示しました。 

単元の終末に、学習してきたことを
活用する場を設定しました。 

 
計画的に構成された授業の中で，新

たな知識・技能や，考え方等を獲得 

 
等比数列 

 

 
等差数列 

 
 

漸化式 

 

 
一般項 

数ヶ月先までの
変化を調べ，周
りと比べる。 

漸化式から，
一般項を求
める。 

初めに考えてい
た金額を使い続
けた場合の結果
を確かめる。 

 

5000 円ずつ
使うと，繰
り返しにな
るね。 

 

 
どのくらい
の違いが出
るのかな。 

 

 
漸化式で
表してみ
よう。 

 

 
 

計算を繰
り返すの
は大変！ 

３年後にちょう
ど使い切ること
のできる金額を
確かめる。 

 
 

特性方程
式を使え
ばいいね。 

日常生活と
の関連につ
いて考える。 

 
思ったより
使えないか
も･･･ 

 

 
一般項は，す
ぐに求められ
て便利だね。 

 

 
数列は，生
活でも生か
せる考えな
んだね。 

 

有用性の実感 

知識の活用 

自分との関連 

どのくらいの
金額が妥当か，
考える。 

 
感覚はあ
てになら
ないね。 

 

 学ぶ意義や有用感を味わわせるために，日常生活との関わりを示す場面や習得した

知識や技能を活用する場面を，単元の中に意図的に位置付けていくことが大切です。 


